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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種締切：7/5　疾患別診療計画書（サインをもらい、アップデートまで）
・6/26（水）感染対策管理委員と医療安全委員会の巡視あり。

・八戸学院大学 看護学生が青陽館にて、6月28日（金）実習予定。

・千葉学園高等学校 看護学生が青陽館にて、7月3日（水）実習予定。

・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・来月のカンファレンス日程表を掲示しました。各自確認してください。
・防災委員会より：8月下旬に避難訓練実施予定。日程及び内容が決定し次第連絡する。

・石井幸子様　6月28日　新規利用開始予定（月・水・金）。

⇒病棟より連絡があり、外泊訓練がまだの為7月初旬に退院予定。

・青陽館にかかってきた電話を1階2階の間で転送をかけることが出来る。操作・手順は
病院と同様。『転送ボタン⇒転送先の番号⇒転送先の相手に要件を伝える⇒電話を切る』の手順で、転送先の相手が架電相手と通話できる。
・勤務変更
　⇒馬場さん：6/27（木）日勤→遅A
＜ショートケアの開始について＞

⇒東北厚生局より連絡あり。6/30付けでのナイトケアの辞退届が受理された。また、7/1付けでのショートケアの新規申請届が受理された。今後、ショートケアの開始に向けて、準備作業を行っていく。

⇒記録書式について：電子カルテ上の記録記載は7/1から利用開始が出来るように整備済み。電子カルテ上の記録記載はデイケア及びデイナイトケアと同じ方式。指示箋は7/1以降で登録予定者の指示箋の作成行う。日誌の書式は菅原AOMが作成予定。疾患別診療計画書の作成は必要なし。
⇒利用時間について：デイケア実施時間である6時間の内の3時間の利用が条件。利用時間を定める必要なし。
＜研修案内＞

・看護グループ内研修

日時：6月26日（水）17：15～

 　　:7月10日（水）17：15～

 場所：2階　会議室

テーマ：心電計の使用方法

 講師：佐藤　志穂

＜利用者様情報＞

デイケア
・前田　誠子様　～本日体験利用実施している。他利用者との交流はないが、表情穏やかに過ごし分からないことは質問出来ている。しかし、余暇時間が上手く過ごせないと言う為、読書やテレビを見たり、ゆっくりして過ごしてはどうか伝えている。運動療法に参加していたが、眼球上転の症状があると言い、途中退席している。疲労が強いと眼球上転するとの事で静養室で休養しているが、症状改善しないとの事で「車で休みます。」と言い、体験利用を終了している。今後の利用については眼球上転の症状が出現する為、利用しないと話している。今後、再度希望する場合は当院へ問い合わせて頂きたいと伝えている。
・佐々木理佳　様～訪問看護師より情報提供がある。就労開始に伴い、訪問看護を木曜日から金曜日に変更し、24日より仕事を開始しているが、昨日より何度も電話があり、「自分は病気じゃない。」「幻聴が強くて仕事に行けない。」「子供に会いたい。」と話しており、本日は仕事を休みたいと話していた為休むのであれば、デイケアの利用を促したと言う。来所した際は状況確認していく。
・東海林　紀子様～来所してすぐにデイケアの利用について、月1回の主治医面談時に変更希望があり主治医より許可となったと話している。理由について、木曜日の就労は隔週だが、今後毎週に変更すると疲労感が強くなるためと話している。土日でしっかり休養し、仕事の継続と毎週水曜日のデイケア利用を勧めているが、週末は外出したいと返答している。また、特定利用者（寺沢　彩様）が本日来所していると気まずいと言う事があり、関係の修復について確認すると「別にどうでもいい。」と話す為気にせずにデイケアの利用促すが「でも・・・」と納得できない様子がある。寺沢様の思いを伝え、行動の振り返りと距離を置く事を勧めると、表情明るくなっている。プログラムに集中して参加している事を評価している。
デイナイトケア

・小笠原　富治様～午前中の運動療法は欠席している。椅子に座っているが、眠気が強い様子が窺える。肩甲骨から左肩にかけて痛みは持続しているとのこと。余暇時間でも、テレビ観賞や他者と交流を持つことは殆ど無く、頭を伏せ休息を取っている。
・袴田　淑子様　～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後日課を忘れており、声掛け要していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所すると直ぐに出席簿、検温し日課を行っている。プログラムは、時間になっても準備していないため、声掛け要している。余暇時間では、廊下をうろうろしたりと普段と著変無く過ごしている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、本日で排便なく5日目で、排便があった際は、伝えて欲しいと話していたと申し送りがある。本日は、排便なく経過しているが、腹痛はないと話している。散歩や帰宅要求もなく、プログラムには途中退席無く最後まで参加している。
ナイトケア

特記事項なし。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　木村　義重　様）

実施日：R1年6月26日（水）13：30～14：00

検討内容：現状と目標の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：馬場
	氏名
	木村　義重　様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S30年4月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害･低カリウム血症･甲状腺機能低下症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

	本人希望
	病気を再発せずに生活を維持していきたい

	家族希望
	同上

	入院歴
	計10回（最終：H18年1月24日～H28年7月2日）

	通所歴
	1回目

※今回：H30年4月17日～現在（週/月～金曜日）

	その他サービス利用
	・青風荘の利用(7/1より)

	住居：青風荘
	家族構成：3人兄弟（長兄）



	利用制度
	障害基礎

年金1級
	
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①日中の活動性を向上、維持する。
	①プログラムに積極的に参加し日中の活動性を向上、デイナイトケア利用日外での活動性を向上する。
	①プログラムに参加し、積極的に取り組む。作業療法では、毎回何をどこまでやるかを明確にした状態で取り組む、座学のプログラムでは板書内容をノートに書き写しながら取り組む。スタッフは上記内容通り取り組めているかを振り返り、行えてない場合は対処法を提案、実践していく。プログラム中に何もせず居眠りする等の無気力な状態を減らしていく。

	
	②病状の変化せずに過ごすことができる。
	②自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	②スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。変化について振り返り、本人が理解し実践できる対処法を検討し実践していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①プログラムに積極的に参加し日中の活動性を向上、デイナイトケア利用日外での活動性を向上する。
	・プログラムへは自発的に参加しており、途中退席や不参加はない。
・栄養指導や日常生活動作など、生活上で役に立つ勉強に関して興味があると話している。
・上記のような生活に役立つことを学ぶことを本人は希望している。
	現在プログラムに参加はしているが、参加状況は良好であるとは言えず、無気力、意欲低下が窺えている。本人の理解力を考慮しながら、症状悪化のないよう無気力や意欲低下へのアプローチを考えていく必要があると考える。上記理由により目標を変更。

	②自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	・病状悪化のサインとしては、過去の入院直前の様子では、苛々感・易怒性・衝動性、意欲低下・無気力等がある。
・退院後、上記状況になった事はないと話しており、デイナイトケア内でも同様の様子は窺えていない。

	現状、青風荘やデイナイトケアにて問題となる行動はなく経過している。病状変化に関する関わりは今後も必要であると考えるが、本人の理解力が低い様子が見られている為、本人のレベルに合わせた目標設定が必要であると考える。上記理由により目標を変更。

	
	
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①日中の活動性を向上、維持する。
	①プログラムに積極的に参加し日中の活動性を向上、デイナイトケア利用日外での活動性を向上する。
	①プログラムに参加し、積極的に取り組む。作業療法では、毎回何をどこまでやるかを明確にした状態で取り組む、座学のプログラムでは板書内容をノートに書き写しながら取り組む。スタッフは上記内容通り取り組めているかを振り返り、行えてない場合は対処法を提案、実践していく。プログラム中に何もせず居眠りする等の無気力な状態を減らしていく。

	
	②病状の変化せずに過ごすことができる。
	②自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	②スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。変化について振り返り、本人が理解し実践できる対処法を検討し実践していく。


<検討内容について>
青風荘・デイナイトケアでの生活については以前の検討会から変わりがない様子が窺えている。引き続き生活の中での活動性への介入を主に関わっていく事としている。

